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1.基礎情報

Ⅰ)1UCNに よる推薦受理 の 日付:2004年4月

Ⅱ)追 加情報 を公 式要請 した 日付及 び推薦国からの回答の日付=

IUCNは 現地 調査後 の2004年8月20日 及びIUCNに よる世界遺 産パネル 後の2005年

2月2日 に補足情報 を要請 した。推薦 国の回答は2004年11月5日 及び2005年3月30

日にそれぞれ受理 した。

Ⅲ）IUCN/WCMCテ ㌧ タシー ト;1【A36の 参考文 献 を含 む】

IV)評 価 に利用 した追加 文献:

・プランク トンと季節 海氷 .服 部(2004).現 地評価 時提供 報告書(未 公表)

・遠音別岳原生 自然環境保 全地域保全報告書(北 海道 ・日本) .環 境庁(1985)

・知床の動物 .大 泰 司 ・中川(tg88).北 海道大学 出版.札 幌.英 語概要

・知床周辺の豊 かな海 の環境 と生態系、そ して漁業 との共存をめざして.桜 井(2004).

現 地評価 時提供報告 書(未 公表)

・大雪 山の植 生紹 介.佐 藤(2004).開 発政策研究,北 海 学園大 学.No73;23-38

・北部太 平洋 の島填 にお ける植物地理学 .館 脇(1963).第10回 太平洋科学会議報告 書.

ハワイ大学.pp23-28

・北部太平洋の島喚 にお ける森林 生態 .館 脇(1958).札 幌大学.日 本

V)審 査:12名 の外部校 閲者 が この評価報告書 に意見を述べた。広範な審査は関係政府機

関の代表者、地元団体及びその他関係者 とともに日本で実施 された。

Ⅵ)現 地訪 問:デ ビ ッ ド ・シェパー ド、2004年7月

Ⅶ)本 報 告書 のIUCN採 択 の 日付 二2005年4月

2.自 然価値 の概 要

知床 は 日本で最北端 の島である北海道の北東に位置する。知床半島の基部の幅は25km

で あ り、オホー ツク海の南部 に70km突 き出てい る。推薦地 は半 島の 中央部から半島の先

端(知 床 岬)ま での陸域 と周辺海域 を含む。推薦地の合計面積は56,100ha(こ の うち核心

地 域 は34,000ha、 緩衝地 域は22,100ha)(訳 注:海 域拡張後 の面積 で登録 がな されてお り、

核心地域34,000ha、 緩衝 地域37,100haと なる)で ある。

知床半 島は火 山活動 と北米プ レー トの下への潜 り込みによる隆起によって形成 された。

知床半島は半島中央部に沿って縦走す る火山群か ら構成 され、推薦地内の最高峰である羅

臼岳(1,661m)を 含んでい る。半島 の東 西の海岸線は、火山活動、構造運動、海蝕の組み

合わせによって形成 された。例 えば、ウ トロ周辺の海蝕崖は60m～120mの 高 さか らな り、

80,000年 前 の羅 臼岳 の噴火 によって生 じた安山岩 とその後の海蝕によって形成された。

推薦地の鍵 となる特徴は、北半球で最も低緯度に位置する季節海氷の形成を反映 した海

洋生態系 と陸上生態系の生産性である。海氷の形成 は、植物プランク トンの形成にとって
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不可欠な役割 を果たしている。アイス ・アル ジー と他の植物プランク トンのブルーム(大

発生)は 、海氷 が他 の海氷地域 よ りも早 く溶 ける春の初期に起 こる。植物 プランク トンは

海洋生態系における初期生産者であ り、小型魚類や甲殻類、貝類の餌 となっているオキァ

ミや小型エビのよ うな動物プランク トンの餌資源 となっている。また、これ らの動物は、

オオワシやオジ ロワシといった鳥類同様、魚類や トドのよ うな海棲哺乳類の餌資源 となる。

加 えて、サケ ・マス類は産卵のため遡上 し、 ヒグマや シマフクロウを含む陸棲哺乳類の重

要な餌 資源 となっている。

推薦地 における生態系の高い生産性に貢献 している海氷の重要性は、一般的かっ この推

薦地 に特有なオホーツク海の影響を受けた3つ の異 なる特性 を反 映 してい る。第1番 目の

特性 は、オホー ツ ク海 にお ける海水の二重構造であり、表層 と中層以深では塩分濃度が著

しく異なってい る。第2の 特性 は、オホー ツ ク海が陸で囲まれてお り、外海 との海水の交

換が極 めて限 られている点である。この海水交換の少なさは異なる塩分濃度に基づ く海水

の二重構造の維持に役立っている。第3の 特性 は、 シベ リアか らの寒気 が吹き込み、海水

を効果的に冷却す るこの地域の気圧配置である。上記のとお り、季節海氷は海洋生態系と

陸上生態系の両方の生産性 に貢献 している。

海洋生態系に関 して、知床半島の海岸域において223種 の魚類 が収集 され ている。また、

冬期 における冷水の温度 と、宗谷暖流の影響 を受けた8A～9月 までの暖 かな表層水 の温

度 を含 む年間を通 じた水温の相違を含む、冬期における季節海氷の影響を反映 した種構成

が見 られ る。サケ科魚類toreは 知床半 島の海岸域 で確 認 され てお り、太平洋における13

種 とオ ホー ッ ク海 にお ける12種 のほ とん どが見 られ る。知床 半 島の海岸域は、サケ科魚類

にとって世界的にも重要であ り、サケ科魚類の鍵 となる移動ルー トであると考えられる。

また、推薦地は海棲哺乳類や鯨類の重要な個体群が見られる。知床の海岸域は餌が豊富

であるとともに、冬期には海域を覆い、捕食者や波か ら守ってくれ る氷が豊富であるため、

知床周辺の海氷は海棲哺乳類の摂餌や休息、繁殖に とって特に重要である。28種 の海 棲哺

乳類 が知 床 の海岸 域 で確 認されている。これ らの中には、多 くの重要な海棲哺乳類 ととも

に、IUCNに よる絶滅 のおそれ のあ るレッ ドリス トにおいて絶滅危惧 とされてい る トドが

含まれている。 トドは推薦地において最 も重要な種の1つ であ り、知床 半島の海岸域 は本

種 の越冬及び摂餌 にとって欠 くことのできない場所である。スケ トウダラは トドの餌 とし

て、特に重要な魚種である。 トドは海岸から約1kmの 海岸沿い で休息 し、 ほぼ水深200m

の大 陸棚 の縁 に沿 って採 餌 してい る。

推薦地 の海域 を含む、知床半島近隣の海岸域では、7種 の鯨類 が普通 に分布 してい る。

知床半島の海岸域 は、鯨類の季節移動のルー トであるとともに、採餌及び繁殖場所 として

重要である。種 としては、ミンククジラ、マ ッコウクジラ、イ シイルカが含まれてお り、

イ シイルカは西部太平洋で唯一繁殖が確認されている。加 えて、イワシクジラ(IUCNレ

ッ ドリスで は絶滅 危惧 に記載)を 含 む何種 かは稀に知床 周辺海 域で見 られ るとともに、オ

ウギバクジラ属2種 は稀 少で ほ とん ど不明 である。

陸上生態系に関 しては、植生のほとんどが 自然もしくは半 自然である。様々なタイプの

原生的な植生が海岸線か らt,600mの 山頂 まで現存 してい る。 さ らに、複雑かっ起伏に富

む地形 と知床半島の東西で異なる気象条件の相違は多様な生育生息地をもた らし、結果 と

して、知床は多様性に富む陸域動植物相が見 られる。推薦地内では、知床連 山に固有なシ
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レ トコスミレを含む多 くの固有植物が見られるとともに、IUCNレ ッ ドリス トに記載 され

てい る多 くの植物種 が見 られ る。推薦地内の標高差は、海岸か ら最高峰(羅 臼岳)ま で

1,600mに 過 ぎないが、約800mで の森林境 界の上部 では、ハイマ ツのような高山植物や高

山植物群落が比較的低い標高域で発達 している。推薦地内の森林 は氾針広混交林に属 し、

3種 類 の森林 がモ ザイ ク状に併存す る。

(a)ミ ズ ナラ、イタヤカエデ、 シナ ノキなどからなる冷温帯性落葉広葉樹林

(b)ト ドマツ、エ ゾマ ツ、 アカエ ゾマツなどからなる亜寒帯性常緑針葉樹林

(c)上 記 の冷温 帯性 落葉広葉樹林 と亜寒帯性常緑針葉樹林が混生 した針広混交林

推薦地は、サハ リン由来の北方性の種 と本州 由来の南方性の種が共存 してお り、動物種

の生息を支えている。推薦地内では、IUCNレ ッ ドリス トで絶 滅危惧 も しくは低 リスク

とされている翼手 目1科3種 を含む、35種 類の陸棲哺乳類 が存在す る。推薦地は、世界中

でヒグマの個体群が最 も高密度で記録 されている場所の1つ で あ り、35頭/tOOkm2と 推

定 され てい る。 このこ とは、知床半島におけるヒグマの行動圏が非常に小 さいことを反映

してお り、平均15km2の 行動 圏は 、 ヒグマの行 動圏 としては世界で最も小 さい。

推薦地内では、鳥類相は多様性に富むことが知 られてお り、半島では264種 が記録 され

てい る。 この中には1UCNレ ッ ドリス ト記載種 が9種 含 まれ てい る。知床 は、バー ドライ

フ・イ ンターナシ ョナルによる国際重要鳥類地域(IBA)の1つ とされている。推薦地 は、

シマフ クロウ(田CNレ ッ ドリス トでは絶滅危惧 となってい る)と 前述 のオオ ワシに とっ

て、特 に重要な生息地 となっている。残存するシマフクロウは、世界中で1,000羽 未満 と

推定 され ているが 、 これ らの相当数が知床半島に見 られ る。オオワシは世界中で約5,000

羽 と推定 されてお り、知床半 島では、2,000羽 以上 の越 冬が記録 され てい る。 また、推薦

地はオジロワシにとって重要な越冬地 となってお り、冬期には最大で600羽 が確認 されて

い る。 これ ら3種 はクマゲ ラ とともに、希少性 と科学的価値に基づ き、日本の天然記念物

に指定 されている。また、知床の海岸域は渡 りを行 う海鳥類にとっても重要である。特に

西側のウ トロか ら知床岬までの海蝕崖は、多 くの種に とって重要な繁殖揚所 となってお り、

中でもウミウの繁殖揚所 として重要である。

秋にはオオワシとオジロワシが、遡上するサケ類を採餌 し、冬にはスケ トウダラを狩 る。

知床半島の河川では255種 の魚類 が確 認 されてい る(訳 注:推 薦 書 では 「255種 の魚類 が

知床 半島及 びその沿岸海域でされている」とされてお り、255種 には海域に生息す る種 を

含む)。推薦地 は知床半島の河川 で見 られ る9種 のサケ科魚類(訳 注:9種 類の詳細 は不 明。

推薦 書で は6種 類 とされ てい る)に とって、鍵 とな る繁殖 地 となってお り、 この点は注 目

に値する。河川はこれ らの種の繁殖、越冬地 として、特に重要な役割を演 じている。特に

知床半島は降海性のオショロコマの世界で最南端の生息地 となっている。

3他 地域との比較

推薦物件は、Udvardyの 生物地理 区分で は、「満州 ・日本混交林」に属 している。ロシア

の"シ ホテ ーア リン山脈 中央部"は 、推薦物件 と同 じ生物地理 区分 にある唯一の世界遺産で

、
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ある。この ロシアの遺産は406,200haと 推薦物件 よ り広 大で 、世界 で もっとも大きな温帯

自然保護 区のひ とっである。比較分析に際 して、「知床」の森林は、"シ ホテー ア リン"と比

較す るこ とができない のは、森林の生物多様性、一般的な種 の多様性や生物地理区分のカ

バ レッジの点か ら明 らかである。 しか しなが ら、推薦物件のそのほかの特徴は、重要で特

に高いレ/ミル の海洋の生物多様性 が見 られ る。また、「知床」は、海洋 と陸域の環境の相互

作用 の顕著で明 らかな証拠を見せている。

世界的な視点か ら11の 自然遺産 が同 じUdvardy群 系 の 「温帯 広葉樹 林及び亜寒帯落葉

低木密生林」に存在す る。それ らの 自然造産の うち2つ の ものだ けが、海 洋 と陸域 の生態

系が含まれている。先 ほど述べだ'シ ホテーア リン山脈 中央部"と"カ ムチ ャツカ火山群"で あ

る。 カムチ ャツカ火 山群 は、そのさまざまな火山の特徴 とその生物多様性が評価 され世界

遺産に登録 されている。 この遺産は、サケ科魚類についてはより多様な生物多様性 を有 し

ているが、陸域のほ乳類 と鳥類 については、推薦物件の方が多様である。また、推薦物件

がよ り南方に位置 していることか ら、カムチャツカでは、33種 の陸上 ほ乳類 と145種 の鳥

類が見 られ るのに比べ て、知床は、35種 の陸上 ほ乳類 と264種 の鳥類 を有 してい る。さら

に注 目すべ きは、推薦物件内でみ られる季節1生の海 氷はオホー ツ ク海の特殊 な条件下によ

って形成 され る。一方、世界遺産が面 しているカムチャツカ半島の東岸は通常海氷は見 ら

れない。

また、この他に推薦地 と同程度の緯度に位置 し、海洋 と陸地を含む 自然遺産が3箇 所北

アメ リカ にある。A)オ リン ピ ック国立 公園(ワ シ ン トン州)、B)西 大西洋沿岸 の グ ロスモー

ン国立公園(カ ナ ダのニ ュー ファ ドラン ドとラブラ ドール州)、C)レ ッ ドウ ッ ド国立 公園

(カル フォル ニア州太平洋沿岸)。 オ リンピック国立公園(オ レゴン生物地理 区分)は 、卓

越 した温帯雨林 が特徴 であ る。 しか しなが ら、気候 は知床のそれ とかな り異なる(よ り湿

潤で温度が高 い)。 また、オ リン ピック国立 公園 の森林は針葉樹の割合が高い。さらに、オ

リンピック国立公園は、生物多様性の価値 と絶滅危惧種では世界遺産に登録されていない。

グロスモーン国立公園も同様 にクライテ リアivで は遺 産に登 録 され ていない。 グロスモー

ン国立公園は、知床 と比べるとより湿潤で涼 しい(夏 期)。 また、グ ロスモー ン国立公 園に

は知床 に見 られるよ うな森林群落の生物多様性が見 られない。 レッ ドウッ ド国立公園は、

原生的な温帯雨林が特徴である。主に巨大な針葉樹から構成 されてお り、種の種類 も推薦

物件のそれ と大きく異なる。また、推薦物件にあるような海洋 と陸域の相互作用による特

徴は見 られない。また、季節性 の海氷による影響も受けていない。

Udvardyの 「満州 ・日本 混交林」生物地 理区分は中国東北部(黒 竜 江省 、吉林省)か ら

北朝鮮 との国境まで広 がっている。 このエ リアでもっとも重要なサイ トは、チャンパイ山

(長 白山)自 然保護 区(190,582ha)で あ る。 このサイ トは、生物 圏保護区ではあるが、

低地森林(300m以 下)や 海岸 の地形や生物相 が欠 けている。類似 した生態系、特に同 じタイ

プの森林植生 と同様に陸域 と海洋の相互作用が見られるのは、知床 と隣接 した千島列島南

部の2っ の 島である こ とが注 目され る。

Udvardyの 生物 地理 区分 とバイオー ムの他 の遺産 との比較に加えて、推薦物件には普遍

的価値 と呼ぶにふ さわ しいものであるとい うことを強化す る多 くの独特の特徴がある。

・ 海洋 と陸域の生態系の生産性 は、世界でもっとも低緯度で形成 される季節海氷 を反映

したものである。
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推薦遺産区域内でみ られる海洋 と陸域環境の相互作用。

推薦地内に存在する膨大な種数の植物相 と動物相。それ らの種は固有種かつ/も しく

は希少 種 としてIUCNの レッ ドリス トに掲載 され てい る。

・ 推薦地は、国際的に希少な鳥類(オ オ ワシ、シマ フク ロウ、オ ジ ロワシ)の 保護 のた

めの地域 として特 に重 要である。また、ハシボ ソミズナキ ドリのよ うな渡 り鳥に とっ

ても重要な地域 となっている。バー ドライフ ・インターナシ ョナルは、この地域 の鳥

類学的重要性 は 「地域の膨大な国際的希少種の数 、重要な種の集団の繁殖分布がほと

んどもしくは完全にひ とつの生物群系に限られていること、そ して水鳥の種の1つ の

生物地理 的個体群 の1%以 上 を常に擁 してい るこ と」に関連 していると示唆している。

・ また、本推薦物件は、世界でもっともヒグマの生息密度が高い地域のひ とっであると

い う事実は、2次 的な特徴で あるが重 要な こ とである。知床 の個体群密度は、同様に

サケを捕獲できる環境にあるアラスカやカムチ ャツカの沿岸部のヒグマ個体群密度

に比肩す ることが知 られている。しかしなが ら、知床の生息密度は、アラスカの二っ

の島の生息数(40頭/100km2)(IUCN・SSC熊 専 門家 グル ープ)を 超 えてい る。

この よ うに、推薦 物件におけるヒグマの生息密度の高さは、主要な特徴であるが、こ

れをもって普遍的な価値があると断定するにはおそらく不十分である。

・ 推薦物件は、サケ科魚類にとっても特別な重要性 を有 している。IUCN/SSCの サケ専

門家 グル ープ は、太平洋サ ケ属魚類の生息範囲内に9つ の 自然遺産(白 神 山地 、ロシ

アのシホテ ーア リン、カムチ ャツカ火山群 とウランゲル島保護地区、アメリカ ・カナ

ダのクルエーン/ラ ンゲル ーセイ ン トエラス/グ レー シ ャー ・ベイ/タ ッチェ ンシニ

ー アル セ ク、アメ リカのオ リンピック国立公園、レッドウッ ド国立公園、ヨセ ミテ国

立公園、カナダのナハ ンニ国立公園)が ある と述べ ている。 しか しなが ら,そ れ らの

ほ とん どのもの は必ず しも重要なサケ類の生息域を含んでいない高山域か、もしくは、

サケ科魚類を支える流域の一部を保護 しているだけである。例外には、カムチャツカ

火山及びオ リンピック国立公園がある。370万 平 方キ ロメー トル(訳 注=原 文で は3

70万haの 間違 い と思 われ る)に お よぶカ ムチ ャツカ遺産地域は、世界でもっとも

サケ科魚類 の多様性の豊富さを有 しているとともに重要な海鳥と海洋ほ乳類の個体

群 を有する。

IUCNISSCの サ ケ専門家 グループは、知 床の特殊な重要性は、十数の小流域において、

数種類 の太平洋のサケ科魚類(ア メマス、イ トウ、サク ラマス、シロザケ、カ ラフ ト

マス)に 生息域 を提供 してい ることにあると注 目している。推薦 された物件は、世界

でもっ とも南方に位置する遡河性のオシ ョロコマの生息域 としての特定の重要性を

持 っている。推薦物件の重要性 は、本地域のサケの河川生態系の多くが土地利用事業、

様々な形の河川改修工事と堰止めを通 じて変更されてきたとい う事実に よって強調

される。

・ 推薦物件は、世界でもっとも低緯度の季節性海氷が形成 される地域である。これ は特

に興味深い特徴であるが、これをもって普遍的な価値を有 しているとするのは不十分

である。しかしながら、推薦物件内の巨大な海洋 と陸上の生産力は、季節性の海氷の

直接的な結果であ り、よって、この海氷は推薦物件の保全価値に寄与す る主な要因で

ある。
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4.完 全 性

4.1法 令及 び管理 計画

推薦地 は、い くっかの国内法例により保護 されている。例えば、自然環境保全法(1972、

自然公 園法(tg57)、 国有林 野の管 理経 営に関す る法律(1951)、 絶滅 のおそれ のある野

生 動植物種 の保存に関する法律(1992)な どで ある。様 々な管理 目的の効率的な統合 とコ

アとバ ッファー ゾーンを関連づけた管理を確実にす るため、推薦地の総合的な管理の枠組

みが提案 されている。知床国立公園計画や国有林管理経営計画など、推薦地に対 していく

つかの管理計画が存在 している。これ らの計画 は、関係者 の関与を得た意見聴取のプロセ

スを経て策定 されてお り、推薦地の管理についての明確な 目的と戦略を定めている。

一般的には、これ らの法令やその他の法律 は、現在 の区域の範囲内で、推薦地の法的保

護の効果的な基盤 を提供す ることになる。IUCNは 、(一 方 で、以下の4.4に 示す よ う

な課 題 も承知 してい るが、)法 律 ・管理 の計画 の基本 的 な ところは満足のい くもの と考え

る。 しか しなが ら、管理計画は、特に予測 され る観光圧力 の増加へ対応す る必要があるこ

と、推薦地内の海洋資源の効率的保全 ・管理を確実にする必要があることか ら、将来的に

は改定す る必要があるものと認識 している。

4.2区 域界

推薦地 の境界 は 、法的に指定 された既存の区域界によ り構成 され る。推薦地は、管理 目

的によ り核心地域 と緩衝地域に区分 される。前述のように、推薦地は、34,000haの 核 心地

域 と22,100haの 緩衝地 域か ら成 り、全域 では56,100ha(訳 注:海 域拡張後 の面積で登録

がな され てお り、核心地域34,000ha、 緩衝地 域37,100haと な る)と な ってい る。核心地

域 は 、遠音別岳原生 自然環境保全地域や知床国立公園特別保護地区など特別に保全 された

区域により構成 される。緩衝地域は、核心地域の周辺地域の陸域 と推薦地の沿岸域内の海

域 を含む。集落において工事や レクリエーシ ョン利用のための開発がい くつかみ られ、そ

れは将来的に検討すべ きものであるが、IUCNは 、陸域 の境界 は合理的 であ り、主な陸

域の特徴を保護 しているものと認識 している。

海域の境界に関し、IUCNは 、当初 、海岸線 か らユkmを 境界 としてい た こ とを特記 し

たい。評価 ミッシ ョンの後、IUCNは 推薦 国 と協議 を した結果 、関係省庁や地方 自治体、

主な関係者を含む 日本政府 として、海岸線から3kmま で境界 を拡張す る ことに合意 した。

この境界 は、海洋生物多様性 のための主な海洋生態系を包含する水深200mの 線 に合致す

る もので ある。IUCN評 価 ミッシ ョンは、 トドな ど最 も重要な種の適切な保護のため、

推薦地内の海洋資源の効果的保全を確実 とすることの必要性も認識 した。 この点は、以下

の44に 詳述 す る。

4.3陸 上環境 の管理

推 薦地の陸域 要素の管理 レベルは高 く、この地域の物理的様相は、自然の完全性を高い'

レベル で維持 してい る。前述 の よ うに、効果的な複数の管理計画が推薦地をカバー してお

り、それ らは明確な 目標 と戦略を示 している。管理計画の規定を履行するための適切な財
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}

源もあり、それ らは環境省、林野庁、北海道及び推薦地 に隣接す る地元町(斜 里 町及び羅

臼町)な ど、い くつ もの機関 か ら拠 出 されている。 自然公園財団知床支部も、特に美化清

掃活動 と公園施設の管理を通 じて、推薦地の管理に寄与 している。各方面か ら推薦地(林

野庁 に関 しては周辺 区域 も含 む)の 管理 に投 じ られ る予算の総計 はお よそ毎年11.6百 万米

ドル(訳 注:約12億5千 万 円)に 及 ぶ。IUCNの 評価 ミッシ ョンは、環境省 と林野庁

の密接な協力 と、政府の様々な レベル(国 レベル 、都 道府 県 レベル 、市町村 レベル)の 最

高 の協調 に感銘 を受 けた。 自然公園財 団や知床100㎡ 運動な どの外部 機関や 関係 団体の関

与も、推薦地の効果的な管理に大きく寄与 している。

推薦地の陸域要素の中では、観光 と野生生物管理 は重要な問題である。観光については、

知床半島全体で、年間約234万 人 の観光客 が訪 れてい る と推 定 されている。夏季が観光の

最盛期であるが、1月 か ら3月 にかけて30万 人 の観 光客 が流氷 を見 に訪れ る。人気のある

観光の形態は、知床五湖やカムイワッカの自然探索と、羅 臼湖周辺の トレッキング、知床

峠の眺望観賞、そ して知床山脈 の登山である。観光船か らの 自然観賞も、もう1っ の魅力

ある活動 で ある。

IUCN評 価 ミソシ 白ン(2004年7月)は 、高標 高地 の登 口」道 における土壌浸食の兆候

を確認 し、明確な管理戦略 と行動の必要性を強調 した。また、増加 しつつある観光客 と高

い生息密度を誇るクマ との近接は、特 に主要な観光箇所や周辺において、人間とクマの相

互関係を効果的に管理する必要性を注意喚起 させ るものである。推薦国は、NGOや 地域

社会 とともに、環境教 育の推進や必要な場合には観光客立入 り箇所を短期的に閉鎖するな

ど、様々な駆除によらない方法で、この問題に対応 している。エコツー リズムも推進 され

てお り、2004年7月 、 「知床エ コツー リズ ム推進協議会」が組織 された。 この協議会は、

2005年 末 まで にエ コツー リズ ム戦略 を策定することとしている。エ コツー リズムは、推薦

地に関して、正負両面の影響を及ぼす可能性を明 らかに有 している。地域内やその他の地

域からの経験を蓄積 し、エコツー リズム戦略を策定す ることが重要である。エコッー リズ

ム戦略に含 めることを検討すべき可能性のある要素としては、(i>歩(登 山)道 の利 用 と

その影響 に関す る既 存 の科学的調査に一部基づ く歩(登 山)道 管理 戦略、(茸)利 用 に関連

す る、公園 内の異 な る地域毎の許容変化限界指標の開発検討、値)利 用 レベル が高 くな り

す ぎた場合 は当該地方全体での利用管理戦略の推進、(iv)ク マ ー人 間の相互干渉の管理 、

な どが挙げ られ る。

野生動物管理 も、当該推薦地において重要な問題である。特にエゾシカは、知床で数が

多 く重要な位置を占めるもう1つ の種 で あ る。 エ ゾシカの個体数は、大 きな変動に晒 され

ている。ニホンジカの個体数は日本全体で急激に増加 してお り、日本国内では効果的なシ

カの個体数管理がよ り広範な野生生物管理 問題 となっている。その他の地域の有蹄類の個

体数制御については、例えばイエ ロース トーン国立公園などで、そのよ うな劇的な個体数

変動を回避すべきか どうか、どのように回避できるかについての論議を呼んでいる。シカ

の高い密度は、自然植生の大 きな改変を引き起 こすため、シカによる影響が、 自然状態の

ものなのか どうか、 もしくは長期的に人間が与えた生態系の変化によるものなのかが、論

議の焦点 となってい る(IUCN種 の保存委員 会 ・クマ専 門家 委員会による)。 推薦地 の

管理計画 では、個体 数密度 と森林生態系に与える影響 との関係についてモニタリングを行

う研究 を実施する予定 としている。この研究の成果は将来のシカ個体数の管理方策を特定
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するのに役立て られ る。 工UCNは 、エ ゾシカの管理 と野生生物 を観察 したい とい う利用

者の期待 との間に起 こ り得る軋礫 があ り得 ること、また効果的な管理が必要 とされている

ことを特記する。

4.4海 洋 環境 の管 理/漁 業 の管理

推薦地 内及 び 隣接 海域 において広範な漁業活動が現在営まれていることが、 工UCNに

よ る現地評価 調査 で確 認 され た。推薦書では次の とお り記載されている。「知床半島沿岸海

域の漁業では定置網、刺 し網な どのほかに養殖業が行われている。主な水産資源はサケ ・

マス類、スル メイ カ、スケ トウダラコンブなどである。なおこれ ら水産資源の多 くは、過

去10年 間において生 産量 はほ とん ど変化 していない。知床周辺海域における漁業は、海

域の生物生産量の豊かさに支えられた形で漁獲が行われてお り、漁業法な どの関連法令や、

北海道による規則、漁業者の 申主的な取 り組み、サケ ・マスの人工購化放流事業等により

管理 されている。」

漁業は、当該地域において非常に長い期間にわたって続 けられてきてお り、この地方の

重要な基幹産業である。漁業関係者 との間での協議が非常に熱心に行われてきてお り、漁

業に関す る管理計画の規定、例 えばホ ッキ貝や ウニの捕獲の制限や禁止、特定の漁法の禁

止などに関 して高い レベルの協力関係が築かれてきている。 しかしなが ら、推薦地内及び

隣接海域において主要な魚種の漁獲量が減少傾向にあるように見受けられ る。

前述のように、傑出 した普遍的価値 としての推薦地の潜在的な意義は、陸域生態系 と海

域生態系の間での相互 関係に由来するものである。 さらに、世界遺産 としての保護は、陸

域の部分、海域の部分 ともに、全体 としてその遺産地域について実行可能 な最高 レベルの

法的保護が図 られていることを意味す る。従 って、推薦地の海域部分の保護 ・管理が重要

な意味を有 している。IUCNは 、現地評価 調査 の後 、推薦国 とのや りとりの中で、推薦

地の海域部分の管理に関 して多 くの課題 を提議 した。それ らの中には以下のようなものが

含 まれている。

・ 推薦地の海域部分の保護の レベル

・推薦地内で現在行 われている漁業活動 のレベル。推薦地内及び隣接海域におけるスケ ト

ウダラの漁獲量が減少 してきているようであるとい うことについても懸念 された。なぜ

なら、スケ トゥダラは、推薦地の主要な生物種である トド、オオワシ、オジロワシの主

な餌資源の一っであるからである。

・ マス類の放流 を含む養殖業が有する潜在的な影響

・ 推薦地内及び隣接海域における主要な魚種の主繁殖揚、産卵揚所および成長場所が推薦

地 と生態学的に機能上関連 している限 り、それ らの場所における漁業活動のよ り厳正な

管理を行 う必要性を検討すること。これは漁業資源保護区を数多 く設定することで達成

し得るかも知れないが、その設定に当たっては、適切な科学的機関や漁業専門家 との調

整を行 う必要がある。

上記課題に対する推薦国か らの回答の中では、特に以下のように記載 されている。

・ スケ トウダラの資源量は、実際のところ、推薦地内においては安定 しているが、オホー

ツク海全域では一般的に減少傾向にある。政府は漁業関連機関の調査 を基に漁獲可能量
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(TAC)を 設定 し、資源管理 を行 ってい る。さらに、刺 し網漁業の操業隻数 を減 らす

(1990年 か ら2003年 まで に324隻 か ら181隻 に減 ら した)な ど、スケ トウダラの捕

獲 に関す る自主規制が行われてきている。

・ 「推薦地内海域を世界遺産地域 として保全するため」、「多利用型統合的海域管理計画」

を今後5年 か ら10年 の問に作成 す る。 この計 画には、推薦地及びその周辺海域におけ

る海洋生物、漁業活動及び遊漁に関する詳細な実態調査に基づいた、海洋生物の確実な

保全のためのメカニズムが含まれる。

・政府や関係機関、関係者は、推薦地内での漁業活動を管理する新たな取組みを検討する。

これ らの新たな取組みは、スケ トウダラ資源の保護管理のために地元の漁業者 ・漁業団

体が 自主的に設定 している既存の禁漁区や禁漁期間を例 とす るものである。新たな取組

みは、2008年 までに知床遺 産候補地地域連絡会議に示 される。

IUCNは 、 よ く管理 され た海洋保護 区の設置 と漁業資源の保全 との関連性 を支持する証

拠が世界中で増加 していることに注 目している。 さらに、現在、代表的海洋保護区設定に

向けた多くの取 り組みが世界 中で進行中である。 グレー ト・バ リア ・リーフ海洋保護区に

おける事例 は、代表的な海洋保護区システムの一例である。これ らの事例により、利用 し

うる最高の科学的知見に基づ く管理方針が必要なこと、漁業部門や関係者 との密接な作業

が非常に重要であることがわかってきた。 さらにこれらか ら学んだ重要なことは、実のあ

る協議には時間 と労力が必要だ とい うことである。

IUCNは 、今後3年 の間に 「多利用 型統合的海域 管理計画Jを 策 定す る こと及 び 目本

政府 か ら提案のあった調査研究を支持する。こうした統合的管理計画は、適切な科学的知

見に基づいて作成 され るとともに、その中で推薦地内の海洋保護を強化するための方策が

明確 に示 されることが重要である。その方策には、推薦地内の主要な魚種の重要な繁殖、

産卵及び成長場所における漁業の規制 とともに、推薦地の海域部分 を拡張するための戦略

に関する検討が含まれるかもしれない。将来的に区域 を検討す る際には、 トドや鯨類の重

要な生息域及び季節移動ルー トの適切な保護の必要性 を考慮すべきである。また、本計画

には期限を定めた形で明確な 目的 と戦略が含まれ るべ きであ り、計画で示され る海洋資源

に関する種々の方策は5年 後 にその有効性 の評価 がな されるべ きである。

IUCNと 推薦 国 との調整 の結果 、推薦 国は、海域管理計画の策定にかかる期間を短縮

すること及び海域部分を距岸1kmか ら3kmに 拡張す ることに合意 した。IUCNは 、これ

を明確 な進展 であ ると考 えている。当該地域が世界遺産地域一覧表に記載される場合には、

海域管理計画及び海域の拡張が本遺産地域の生態的機能及び漁業資源に与えた影響 にっい

て評価す るための現地調査を2年 後 に行 うこ とを勧告す る。

4.5河 川 工 作物

推薦 地 はサ ケ科魚 類 に とって重要な価値を有 している(IUCN種 の保 存委員会 サケ専

門家 グルー プ、私信)と ともに、 サケ類 は、推薦地 内に生息する多 くの重要な生物種にと

って重要な餌資源 となっている。その中には、夏季に遡上す るサケ類を餌 としているオオ

ワシ、オジロワシが含まれる。推薦地内における魚類の自由な移動の確保が、自然河川 の

流れ とプロセスの回復 と維持に関す る全体的な管理の重要な要素となるべきである。この

ことに関す る重要な要素の一つは、推薦地内の河川に整備 されている全ての工作物 にサケ
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類が 自由に移動できる生態学的に効果のある魚道を設置す ること及び河川下流域(緩 衝地

域や 推薦地外)に お ける遊漁 に関す る厳格 な規則の必要性について検討することである。

現時点では、推薦地内の44河 川 の うち9河 川 に人工物 、主 として河川工作物(ダ ム)が

設置 されて い る。 これ ら工作物 は厳 しい気象現象やそれに伴 う地すべ りといった災害から

住民の生命や財産を守るために設置 されている。推薦書類によれば、「これ らの構造物がサ

ケへ与える影響 についてはまだ不明であり、今後調査が行 われ る予定である」(21ペ ージ)

と記載 され てい る(訳 注:推 薦書類 に該当記述な し)。現地評価 調査 の後、IUCNは 本件

を推薦国 に提 議 し、 さ らな る調査研究 と、場合によっては是正措置を講 じることの重要性

を指摘 した。 この是正措置の中には、いくつかの構造物の撤去や魚道の設置が含 まれ る可

能性がある。

IUCNは 、河川 工作物 がサケ科魚類個 体群 に与える影響に関 して、限定 され た期間の

中で重要な成果が得 られるような更なる調査研究が実施 され ることが重要であると考えて

いる。調査研究の中には、以下のような側面が含まれるであろ う。

・ サケ科魚類 の各種が産卵 のために利用 している河川の範囲

・ サケ類の移動を妨げていることに関す る河川工作物の具体的な影響

・ 定期的にサケ科魚類の個体群の状況及び傾向を評価す るためのモニタ リング事業の策

定

IUCNは 、推薦 地全体 の管理計 画の中の一つの項 目としてサケ科魚類の管理計画が必

要であると考 えている。その中には、サケ科魚類の管理 として現在行われている人工飼育

された稚魚の放流についての評価が含まれ るべきである。 この管理計画は、前述 した課題

が適切に取 り扱われ るよ うな形で策定 され るべ きである。また、適切な科学的知見に基づ

き策定 されることが重要であ り、IUCN種 の保 存委員会 のサ ケ科魚類専 門家グルー プが

その策定過程で支援できるかもしれない。 さらに、本計画には期限を定めた形で明確な目

的 と戦略が含 まれるべきであ り、本計画で示 され る海洋資源に関する種々の方策の有効性

が5年 後に評価 され るべ きである。

5.追 加 事 項

5.1一 般 市 民 の支 持及 び 関与

推薦案 件 は、地域社会や関係団体の関与が高いことが特筆 される。個人や団体が特定の

寄付や支援を行 うことによって保全活動を支えるとい う先駆的な仕組みである知床百平方

メー トル運動 は特筆に値する。この運動は、東アジアや世界各地において同様な努力をも

た らすことになる先駆 的なモデル とな りつつある。また同様に、漁業に関係する関係者の

関与ぶ りも特筆すべきであ り、非常に効果的なものである。

5.2科 学的調査

推薦地全域にわた り先駆的な科学的調査研究が数多く行われており、それ らは可能な限

り推薦地の管理戦略の策定と結びついている。これらの調査研究が将来拡大され、特にヒ

グマやエゾシカ個体群管理を含む管理上の主要な課題に対応していくことが重要であり、

海洋資源、サケ科魚類やエコツーリズムに関する管理計画の策定にも貢献することが重要
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で あ る。

5.3近 隣諸 島

知床 と近 隣諸 島 との 間には、環境や生態について明白な共通点がある。 日本 とロシアの

研究者 との間で交流がある。本地域の将来的な保全の推進に当該国の合意が得 られるなら、

広域の 「世界遺産平和公園」を設ける可能性も存在するであろ う。

5.4先 住民族 の関与

知床 は、アイ ヌの人 々が畏敬の念を込めて 「シリエ トク(大 地 の果 てる ところ)」 と呼ん

だ よ うに、伝 統的 な暮 らしがあった土地 としての重要性 を示唆 している。管理計画(推 薦

書214ペ ー ジ)に 強調 され ている 「知床 の 自然環境の保全 ・管理や持続可能な利用を考え

る上で、アイヌの人々の文化をはじめ、これまでこの地域に暮 らしてきた人々によって伝

統的に培われてきた知恵 と技術に学んでい くこと」 を一層進 めることが重要である。その

ためアイヌの人々の代表者たちが、例 えば北海道 ウタ リ協会 を通じて、推薦地における伝

統的な儀式や利用に係 るエコツー リズムの開発に関す ることを含め、推薦地の将来の管理

に関与することが重要と考え られる。

6.ク ライ テ リアの適用/重 要性 の説 明

知 床 は 、 自然 遺 産 ク ライ テ リア(li)、 価)及 び(iv)に 該 当す る と して推 薦 され た。

クライテ リア(ⅱ） 生 態学的プ ロセス

知床 は、特異な生態系の生産性 とともに海洋生態系 と陸上生態系の相互作用を示す顕著

な見本であり、北半球において最 も低緯度に位置する季節海氷域の影響を大きく受けてい

る。このことは、流氷がもた らす栄養分による植物性プランク トンの形成に役立っている。

アイス ・アル ジーや他の植物性プランク トンの大発生は、他の海氷域に比べて早 く氷が溶

けるため、早春の早い時季に起 こる。植物性プランク トンは海洋生態系の基礎生産者であ

り、小魚や甲殻類、貝類の餌 となるオキアミや動物性プランク トンに餌資源を供給 してい

る。これ らは、推薦地の顕著な生態学的プロセスの基礎をなしている海洋あるいは陸上の

種の餌資源 となる。IUCNは 、距岸3kmの 拡張海域 を含 む推 薦地が、海洋 と陸上の生態

学的プロセス及び生態系が相関している顕著な見本であると考える。したがってIUCN

は、推薦地 が本 クライ テ リアに該 当すると考える。

クライテ リア(ⅲ)特 異 な 自然現象及 び美 しい景観

推薦 地は、四季それぞれによって異なる自然景観によ り、本質的な美 しさを有 している。

これは100mを 超 える断崖 を含 む海岸景観や 山岳景観によって特徴づけられる。IUCN

は推 薦地は非常 に美 しい と考 えるが 、その価値は地域 レベルのものであり、例 えばロー ド・

ハ ゥ島(オ ー ス トラリア)や カ ムチ ャツカ火 山群(ロ シア)の よ うに、既 に本 クライ テ リ

ァに基 づき登録 されている他の海岸域や山岳域の自然遺産地域 と比肩するものではない。

したがって 工UCNは 、推薦地 が本 ク ライテ リアに該 当しないと考える。
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クライテ ジア(iv)生 物 多様性及 び絶滅 のおそれ のある種

知床は、海洋性及び陸上 性の多くの種 によって非常に重要である。これ らの中には、シ

マフクロウやシ レトコス ミレなど多 くの絶滅危惧種や固有種が含まれてい る。推薦地は、

多 くのサケ科魚類 あるいは トドや鯨類を含む海棲哺乳類にとって国際的にも重要である。

また推薦地は、国際的な希少種である海鳥の生息地 として重要であるとともに渡 り鳥にと

っても重要な地域である。さ らに推薦地は、限 られた地域のなかに見事な森林生態系の見

本を有 している。従 ってIUCNは 、 薦 地が本 クライテ リア に該 当す ると考える。

7.決 議 案

IUCNは 委員会 が以下の決議案 を採択す ることを勧告す る。

世界遺産委員会は、

1.WHC-05/29.COM/8Bの 書 類 を 審 査 し、

2。 日本 の 知 床 を 自然遺 産 の ク ライ テ リア(ti)及 び(iv)に 基 づ き 、世 界 遺 産 一 覧表

に記 載 す る。

クライテ リア(ⅱ):

知床 は北半球 で最 も低緯度に位置する季節海氷域であ り、季節海氷の形成 による影

響 を大きく受け、特異な生態系の生産性が見 られるとともに、海洋生態系 と陸上生態

系の相互関係の顕著な見本 である。

クライテ リア(iv)

知床 は多 くの海洋性及 び陸上性 の種 にとって特に重要である。これ らの中にはシマ

フクロウ、シレトコスミレなどの多くの希少種 を含んでいる。本地域は多くのサケ科

魚類 にとって世界的に重要であるとともに、 トドや多く鯨類を含む海棲哺乳類にとっ

ても世界的に重要である。本地域は世界的に希少な海鳥類の生息地 として重要である

とともに、渡 り鳥類に とって世界的に重要な地域である。

3.推 薦 国が遺 産地 域の海域部分 の境界線を海岸線1kmか ら3kmに 拡 張す るこ とに

同意 してお り、この拡張は"事 実上"2005年 末 までに行 われ る法律 に基づ く指定を

待 っている状況にあることに留意する。

〉

4.推 薦国 に対 して以下 を要請す る。

(i)2008年 までに完成 させ る海域 管理 計画 の策定を急 ぐこと。その中では海域保

全の強化方策 と遺産地域における海域部分の境界線の拡張の可能性 を明 らかに

すること。

(ⅱ)最 終的 な境界線 が法的 に確定 した段階で、遺産地域の最終的な境界線に関す る

地図と詳細を、根拠 となる法律の写 しとともに世界遺産センターに送付すること。

（ⅲ)サ ケ科魚類へ のダムに よる影響 とその対策に関する戦略を明 らかにしたサケ科

魚類管理計画を策定すること。

(ⅳ)評 価 書に示 され たその他 の課題(観 光客 の管理や科学 的調査 な どを含む)に つ

い て も対応す る こと。
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5.登 録後2年 以内に、海域管理計画の履行の進捗状況と遺産地域の海洋資源の保全効

果について評価するための調査団を招くことを推薦国に奨励する。

6.推 薦書 の準備 に際 しての一 般 の国民の参加や、極めて優れた推薦文書の準備、保全

管理の強化を求めたIUCNの 勧告へ の効 率的な対応 な ど、推奨 され るべ き過程に

ついて、推薦国を高 く評価す る。

ノ
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